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 2018 年 10 月 25 日 

凸版印刷株式会社 

富士通エフ・アイ・ピー株式会社 

 

   

凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピー、複数の QR コード決済を一括提供 
スマートフォンを利用した QR コード決済の店舗 POS レジへの導入を短期間・低コストで可能に 

複数の QR コード決済をまとめて導入できる新サービス「スイッチングゲートウェイ」を提供 

 

凸版印刷株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：金子眞吾、以下 凸版印刷）と富士通エ

フ・アイ・ピー株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：米倉誠人、以下 富士通エフ・アイ・ピー）は、

スマートフォンを活用した QR コード・バーコード決済サービスを小売店舗の POS レジで同時に複数利用

可能にする、決済情報中継サービス「スイッチングゲートウェイ™」の本格的な提供を 2018 年 10 月 25 日よ

り開始します。  

なお「スイッチングゲートウェイ」は、先行して 2018 年春より阪急阪神百貨店をはじめ、百貨店、ドラッグス

トアなどの一部店舗で採用されています。 

 

新サービス「スイッチングゲートウェイ」は、中国で普及し、訪日観光客にも需要の多い Alipay（アリペイ）、

Wechat Pay（ウイチャット ペイ）および国内の QR コード・バーコード決済サービスを店舗の POS レジシス

テムとゲートウェイとして結び、POS レジへの複数導入を短期間、低コストで可能にするものです。凸版印刷

と富士通エフ・アイ・ピーが共同で運営する「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」（※1）のシステム基盤

を活用して店舗の POS レジのシステムと接続することで決済情報（決済電文）を安全に中継します。 

 

なお「スイッチングゲートウェイ」は、2018 年 10 月 25 日（木）から 26 日（金）まで開催される「FIT2018 金

融国際情報技術展」（会場：東京国際フォーラム）の凸版印刷ブース（小間番号：EB08）にて展示します。 

 

「スイッチングゲートウェイ」の概念図 
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■ 背景 

キャッシュレス社会の実現に向けて、経済産業省が『キャッシュレス・ビジョン』（2018 年 4 月）の中で、

2025 年のキャッシュレス決済比率 40％を目標とする指針を発表するなど、キャッシュレス決済の利用環境

を整備する機運が高まっています。手軽で便利な支払い方法として、スマートフォンによる QR コード・バー

コード決済サービスの利用が国内・国外ともに拡大しています。 

一方で、小売店舗にとっては、複数の決済サービスが併存するなかで、既存の POS レジに導入し基幹

システムと連携するためには、その開発・導入にかかわるコストとスピードが課題となっていました。 

そのような課題を解決するため、凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピーは、さまざまな QR コード・バーコード

決済サービス事業者と小売店舗の POS レジシステムとの接続を統合して提供する決済情報中継サービス

「スイッチングゲートウェイ」を開発しました。「スイッチングゲートウェイ」と接続することで、仕様が統一され

ていない複数の決済情報（決済電文）に対して、決済処理や店頭オペレーションを統一することが可能で

す。これにより、QR コード・バーコード決済導入における、システム改修のコストや導入期間の短縮を実現

します。 

凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピーは、これまでギフトカードやハウス電子マネーの残高管理サービスで

ある「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」を通じて、多数の流通・小売・飲食業の店舗に決済サービス

を提供してきました。このノウハウや技術力を活かし、高いセキュリティ性と信頼性で小売店舗の POS レジ

を活用したスマートフォン決済の導入を支援します。 

 

■ 「スイッチングゲートウェイ」の特長 

・複数の QR コード・バーコード決済サービスを同時に導入 

現在、中国で普及している Alipay、Wechat Pay をはじめ、国内外のさまざまな決済サービスに対応して

おり、同時に複数のサービスの導入が可能です。導入のためのＰＯＳレジシステムの改修も基本的に一度

で済み、また店頭オペレーションも統一できるため運用負荷も軽減できます。 

さらに今後も接続先の決済サービスを順次拡大する予定ですので、新たな決済サービスを追加すること

も容易です。 

 

・導入期間の短縮と低コスト化が可能 

「スイッチングゲートウェイ」は、凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピーが共同で運営している、ギフトカードや

ハウス電子マネーの残高管理を行うリアルタイムプロセッシングサービス「サーバ管理型プリペイド ASP サ

ービス」のシステム基盤を利用しています。そのためすでに「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」を店舗

の POS レジシステムと接続して採用いただいている場合、新たな接続のためのシステム改修が削減可能

で、短期間でのさまざまな QR コードやバーコードを利用したスマートフォン決済を導入することができます。 

また「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」を未導入の場合でも、通常よりも低いコストで複数の決済サ

ービスを導入することが可能です。 

 

・マーケティング施策への展開が可能 

 QR コード・バーコード決済サービスを店舗に導入することにより、顧客の利用状況に関する各種データ

を活用することが可能。各店舗は、利用状況のデータを分析・活用したマーケティング施策を実施すること

ができます。凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピーが持つデータ分析力や、施策企画ノウハウにより店舗の活

性化を支援します。 

 さらに「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」を活用したハウス電子マネーとの連動による、店舗への集
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客や顧客施策を展開することも可能です。 

 

■ 「スイッチングゲートウェイ」で利用可能なスマートフォン決済サービス （2018 年 10 月時点、五十音順） 

「スイッチングゲートウェイ」では、国内外で８種類の決済サービスが導入可能。 

Alipay（アント フィナンシャルサービスグループ）、Wechat Pay（テンセントグループ）、 

Origami Pay（株式会社 Origami）、ｄ払い（株式会社ＮＴＴドコモ）、PayPay（PayPay 株式会社）、 

pring（株式会社 pring）、LINE Pay（LINE Pay 株式会社）、楽天ペイ（楽天株式会社） 

 

■ 今後の展開 

凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピーは、キャッシュレス社会の実現に向けた取り組みの一環として、本サー

ビスを通じた店頭での QR コード・バーコード決済の普及に努め、2020 年度までに 50 社の導入を目指しま

す。さらに今後も両社は、「スイッチングゲートウェイ」が利用可能な決済サービスの拡充に進めるとともに、

サービスの機能強化を図りより利便性の高いサービス提供を目指します。 

 

※１ 「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」  

 「サーバ管理型プリペイド ASP サービス」は、凸版印刷と富士通エフ・アイ・ピーが共同で運営する、ギフト

カードやハウス電子マネーの残高管理を行うリアルタイムプロセッシングサービスです。情報セキュリティ格

付で決済サービスとして初となる最高位「AAAis」を取得しているほか、ISO/IEC27001（※2）をはじめ各種

国際認証を満たした富士通グループの安全なデータセンターで運用される信頼性の高いサービスとして、

既に 1５0 社を越える大手企業に導入され、同サービスが取り扱う電子マネー残高は年間で 6,000 億円以

上（2017 年度）と、国内随一の実績があります。 

関連 Web サイト：https://about.giftcard.ne.jp/ 

 

※２ ISO/IEC27001 

ISO（国際標準化機構）が定めた、組織における情報セキュリティマネジメントシステムに関する国際規格。

情報の機密性（C：Confidentiality）・完全性（I：Integrity）・可用性（A：Availability）の 3 つをバランスよくマネ

ジメントし、情報の有効活用を実現するためのツールです。ISMS の後継認証制度として、2005 年に発行さ

れました。 

 

＊ QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された会社名および商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

 

以  上 

 


